

















































































































































































































































































































































































































	まえがき
	Ⅰ　調査要綱(目的　計画の内容　事業実施期間　要約　キーワード　委員会委員)
	Ⅱ　事業の概要(本年度事業成果の概要)
	Ⅲ　木造住宅のメンテナンスマニュアル
	第1編　耐久設計
	1　木造住宅の劣化原因と耐久性向上のための3要素
	1.1　木造住宅の劣化原因
	1.2　耐久性向上のための3要素

	2　耐久設計の基本原則
	2.1　設計による耐久性能の作り込みの基本
	2.2　劣化しにくい建物環境の設計
	2.3　材料の適材適所への利用
	2.4　必要に応じた薬剤処理
	2.5　維持管理のしやすい設計

	3　耐久設計を行うにあたっての検討事項
	3.1　目標耐用年限
	3.2　地域性
	3.3　構法
	3.4　傷みやすい箇所

	4　建物各部の耐久設計上のポイント
	4.1　材料
	4.2　薬剤処理
	4.3　基礎
	4.4　1階床
	4.5　壁体
	4.6　屋根･小屋組
	4.7　外部開口部(外壁開口部､屋根開口部(天窓)等)
	4.8　水回り

	5　耐久設計上のポイントを踏まえた具体的な仕様例
	5.1　基礎および基礎換気
	5.2　床下地盤面
	5.3　土台
	5.4　外周壁体
	5.5　1階床組
	5.6　水回り下地､仕上げ
	5.7　軒､庇
	5.8　屋根および屋根換気

	6　耐久設計に関連する基準等

	第2編　維持管理・劣化診断
	1　維持管理と劣化診断
	1.1　維持管理とは
	1.2　維持管理の意義
	1.3　維持管理の全体像
	1.4　維持管理の中核をなす劣化診断の原則

	2　木造住宅の劣化過程と劣化しやすい箇所
	2.1　木造住宅の劣化過程
	2.2　劣化環境が形成されやすい箇所

	3　劣化診断のための調査方法
	3.1　劣化診断のための調査手順
	3.2　事前調査
	3.3　建物変状調査
	3.4　部位別調査
	3.5　精密調査

	4　個別劣化診断手法
	4.1　漏水診断法
	4.2　腐朽診断法
	4.3　蟻害・虫害診断法

	5　補修の基本的な考え方
	5.1　補修範囲の決定
	5.2　劣化環境の改善
	5.3　補修への木材新技術の応用
	5.4　補修にあたっての考慮事項
	5.5　補修の参考となる資料


	第3編　劣化診断のための基礎知識
	1　防雨設計・雨漏り
	2　腐朽
	3　蟻害･虫害
	4　湿気・結露


	Ⅳ　ユーザーのための木造住宅メンテナンスマニュアル
	1　はじめに
	2　木造住宅の一生
	3　木造住宅の老朽化の原因
	4　維持管理
	5　木造住宅のメンテナンスマニュアル(敷地点検　建物変状点検　建物各部点検　点検結果と措置　点検シート　点検周期)

	Ⅴ　木造住宅老朽調査の実例
	1　調査目的
	2　調査概要
	3　調査結果
	4　調査実施上の検討

	参考文献

